
多賀山地で地質を観察する　　日立市郷土博物館の田切美智雄さん指導のもと，多賀山地の地
質を観察しました。ジオネット日立の方々のサポートで東

とうれんづ

連津川を渡り，岩石の露頭へと辿り着
きます。まるで人類史と自然史の関わりのように，考古学は，地質学から多くの恩恵を受けてい
ます。ともにフィールドの学問であり，他者を案内して「私の庭」と表現できるほどの研究領域
の形成には，鍛練の積み重ねが必要です。学び続けることの極みを，そこに見出すのです。　

（2017.9.30　ふるさと考古学⑥石を見にいこう）
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第15回企画展　虎塚古墳の時代／公開講座「ひたちなか市の考古学」第11回

｢出会い，別れ，そして夢考古学の旅路｣　第20回  遺跡保存・活用の新たな方向を目指して　（川崎純徳）

資料紹介　木葉の底　―茨城県北部域における弥生式土器の底面痕跡―　（鈴木素行）

只今ピラミッド建設中！　―ふるさと考古学ワークショップでの試み―　（梅田由子）

横穴墓を歩く⑲　合戦原遺跡の横穴墓群（山田隆博） ひたちなか市内の発掘調査 2017

１ケース・ミュージアム44　市内遺跡発掘調査 2016 ひたちなか市の古墳⑪　田彦古墳群・相対古墳群

歴史の小窓⑳　祭りのおたのしみ 虎塚古墳花便り⑳　タチツボスミレ ほか
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虎
塚
古
墳
の
時
代
　
　
古
墳
の
形
と
大
き
さ
で
被
葬
者

の
身
分
階
層
を
示
す
政
治
機
構
は
、
古
墳
時
代
の
最
初

か
ら
六
世
紀
末
頃
ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
七

世
紀
に
入
る
と
大
き
な
変
化
が
現
れ
ま
す
。
茨
城
県
で

は
七
世
紀
初
頭
頃
を
最
後
に
前
方
後
円
墳
の
築
造
が
停

止
す
る
の
で
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
で
は
、
虎と
ら
づ
か塚

古
墳
や

大お
お
だ
い
ら平
古
墳
群
第
一
号
墳
が
最
後
の
前
方
後
円
墳
と
な

り
、
そ
れ
以
降
は
方
墳
や
円
墳
な
ど
へ
変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
最
新
の
調
査
か
ら
、
七
世
紀
前
半
か
ら
横
穴
墓

と
い
う
新
し
い
墓
制
で
あ
る
十じ
ゅ
う
ご
ろ
う
あ
な

五
郎
穴
横
穴
墓
群
が
出

現
し
て
く
る
こ
と
が
判
っ
て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
臨

海
部
の
磯
い
そ
ざ
き
ひ
が
し

崎
東
古
墳
群
で
は
、
墳
丘
を
持
た
な
い
石
棺

墓
と
い
う
特
異
な
墓
も
こ
の
時
期
に
造
ら
れ
て
い
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
虎
塚
古
墳
が
造
ら

れ
た
時
代
は
、
高
塚
の
古
墳
、
横
穴
墓
、
石
棺
墓
と
い
っ

た
様
々
な
墳
墓
が
多
く
造
ら
れ
た
時
代
と
い
え
ま
す
。

今
回
の
企
画
展
の
ポ
ス
タ
ー
に
様
々
な
埋
葬
施
設
を
並

べ
て
い
る
の
は
、そ
れ
を
表
現
し
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

虎
塚
古
墳
と
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
　
　
虎
塚
古
墳
の
大

き
な
特
徴
は
装
飾
古
墳
で
あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
。
凝

灰
岩
の
壁
面
に
白
土
を
塗
り
、
そ
の
上
に
赤
色
顔
料
で

あ
る
ベ
ン
ガ
ラ
で
文
様
を
描
い
て
い
ま
す
。
文
様
は
線

刻
と
彩
色
を
併
用
し
た
技
法
を
用
い
て
お
り
、
文
様
の

類
似
と
併
せ
て
検
討
す
る
と
、
装
飾
古
墳
の
ふ
る
さ
と

で
あ
る
熊
本
県
菊
池
川
流
域
と
の
関
連
性
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
に
つ
い
て
も
、
横

穴
墓
の
源
流
は
九
州
地
方
に
求
め
ら
れ
ま
す
。
先
ほ
ど

触
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
最
近
の
調
査
に
よ
っ
て
十
五
郎
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穴
横
穴
墓
群
の
出
現
が
虎
塚
古
墳
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
と

考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
よ
っ
て
、
虎
塚
古

墳
と
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
は
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
装

飾
古
墳
と
横
穴
墓
と
い
っ
た
新
た
な
墓
制
を
こ
の
地
に

採
用
し
た
集
団
の
存
在
が
窺
え
ま
す
。

独
自
性
と
共
通
性
　
　
虎
塚
古
墳
は
装
飾
古
墳
と
い
っ

た
当
地
域
で
は
独
自
の
墓
制
で
す
が
、
虎
塚
古
墳
の
石

室
形
態
は
凝
灰
岩
の
切
石
を
使
用
し
断
面
形
が
台
形
と

な
る
よ
う
に
組
み
立
て
る「
凝
灰
岩
切
石
台
形
組
石
室
」

と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
茨
城
県
北
域
に
特
有
の
形
態
を

採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
石
室
形
態
は
、
久
慈
川
流
域

と
十
王
川
流
域
の
玄
室
が
台
形
を
呈
す
る
「
台
形
型
横

穴
墓
」
と
も
酷
似
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
常
陸
太
田
市

山や
ま
ぶ
き
や
ま

吹
山
古
墳
群
や
幡は
た
や
ま山
古
墳
群
に
は
、
岩
盤
を
「
台
形

型
横
穴
墓
」
の
よ
う
に
掘
り
下
げ
、
天
井
部
の
み
に
切

石
を
使
用
す
る
と
い
っ
た
、
古
墳
と
横
穴
墓
の
折
衷
形

と
も
い
え
る
古
墳
に
も
み
ら
れ
ま
す
。以
上
の
よ
う
に
、

石
材
や
形
態
の
類
似
は
、
工
人
集
団
間
に
強
固
な
関
係

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
お
り
、
そ
れ
は
す

な
わ
ち
県
北
地
域
の
集
団
的
帰
属
意
識
・「
わ
れ
わ
れ

意
識
」
を
表
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、
虎

塚
古
墳
に
は
装
飾
古
墳
で
あ
る
と
い
う
独
自
性
と
、
県

北
域
に
特
有
の
石
室
構
造
と
い
う
共
通
性
を
併
せ
持
つ

古
墳
と
い
え
ま
す
。

海
を
介
し
た
共
通
性
　
　
茨
城
県
北
域
に
は
石
室
構
造

以
外
に
も
共
通
性
が
見
ら
れ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
須
恵
器
の
フ
ラ
ス
コ
型
長ち
ょ
う
け
い
へ
い

頸
瓶
で
す
。
フ
ラ
ス
コ

形
長
頸
瓶
は
、
茨
城
県
内
で
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
墳
墓

か
ら
出
土
す
る
た
め
、
葬
送
儀
礼
に
使
用
す
る
こ
と
を

主
目
的
と
す
る
土
器
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。つ
ま
り
、

共
通
の
儀
礼
を
行
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
土
器
の
主
な
生
産
地
と
し
て
有
名
な
の
は
、
静

岡
県
湖こ

さ

い西
市
の
湖
西
窯
跡
群
で
す
。
湖
西
窯
跡
で
は
七

世
紀
中
葉
頃
か
ら
生
産
量
が
爆
発
的
に
増
大
す
る
と
さ

れ
、
そ
の
製
品
の
分
布
は
西
は
畿
内
、
東
は
関
東
か
ら

太
平
洋
沿
岸
地
域
を
中
心
と
し
た
東
北
地
方
北
端
の
青

森
県
八
戸
地
域
ま
で
一
挙
に
広
が
り
、
八
世
紀
前
葉
頃
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造
墓
が
７
世
紀
前
半
代
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
も
、
出

土
す
る
土
器
の
中
に
は
七
世
紀
末
か
ら
九
世
紀
の
年
代

の
も
の
が
含
ま
れ
る
例
が
あ
り
ま
す
。
茨
城
県
の
例
で

は
、
水
戸
市
ニ
ガ
サ
ワ
古
墳
群
第
一
号
墳
と
常
陸
大
宮

市
赤あ
か
い
わ岩
遺
跡
第
一
号
墳
が
あ
り
ま
す
。
ニ
ガ
サ
ワ
古
墳

群
第
一
号
墳
か
ら
は
七
世
紀
後
半
、
七
世
紀
末
～
八
世

紀
前
葉
、
八
世
紀
中
葉
～
後
半
、
九
世
紀
後
半
の
四
つ

の
時
期
の
土
器
が
、
赤
岩
遺
跡
第
一
号
墳
か
ら
は
七
世

紀
後
半
、
八
世
紀
第
１
四
半
期
、
八
世
紀
第
２
四
半
期
、

八
世
紀
第
３
四
半
期
の
四
つ
の
時
期
の
土
器
が
出
土
し

て
い
ま
す
。
ひ
た
ち
な
か
市
で
も
、
十
五
郎
穴
横
穴
墓

群
館
出
支
群
Ⅰ
区
第
三
二
・
三
三
・
三
五
号
墓
や
虎
塚
古

墳
群
第
五
号
墳
か
ら
、
八
世
紀
第
２
四
半
期
～
九
世
紀

墓
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
畿
内
を
対
象
と
し
て
分
析

を
行
っ
た
渡
邊
邦
雄
氏
の
研
究
成
果
を
援
用
す
る
と
、

当
地
域
の
氏
族
が
出
自
の
再
確
認
や
系
譜
を
主
張
す
る

た
め
に
墳
墓
を
再
利
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
古
墳
の
築
造
は
七
世
紀
と
い
う
所

謂
「
古
墳
時
代
」
に
終
わ
る
と
い
え
ま
す
が
、
再
利
用

と
い
う
行
為
も
含
め
る
と
「
古
墳
の
終
わ
り
」
は
平
安

時
代
ま
で
時
期
が
下
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
稲
田
健
一
）

ま
で
流
通
し
続
け
ま
す
。
茨
城
県
内
で
は
、
搬
入
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
も
の
が
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
や
日
立
市

坂さ
か
し
た下
横
穴
墓
群
、
常
陸
太
田
市
幡
は
た
や
ま
ひ
が
し

山
東
横
穴
墓
群
な
ど

で
出
土
し
て
い
ま
す
。

　
東
海
産
の
須
恵
器
が
流
通
し
た
背
景
に
は
、
六
世
紀

以
来
の
駿
河
西
部
域
の
在
地
首
長
層
が
海
運
力
に
よ
っ

て
築
き
上
げ
た
東
日
本
太
平
洋
沿
岸
地
域
の
諸
処
の
首

長
層
と
の
相
互
関
係
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
基
盤
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
古
墳

時
代
に
お
い
て
ヤ
マ
ト
政
権
主
導
で
は
な
い
、
地
域
を

主
体
と
す
る
地
域
間
交
流
が
展
開
さ
れ
て
い
た
可
能
性

を
示
唆
す
る
事
例
と
言
え
ま
す
。

古
墳
の
終
わ
り
　
　
市
内
で
最
後
の
古
墳
と
考
え
ら
れ

る
も
の
に
、
三み

た

ん

だ

反
田
古
墳
群
飯い
い
づ
か
ま
え

塚
前
古
墳
が
あ
げ
ら
れ

ま
す
。
飯
塚
前
古
墳
の
大
き
な
特
徴
は
、
東
西
約
三
◯

ｍ
、
南
北
約
二
○
ｍ
と
い
う
規
模
を
有
す
る
長
方
形
と

い
う
墳
形
で
す
。
ま
た
、
地
下
探
査
に
よ
り
二
基
の
石

室
が
並
ん
で
存
在
し
て
い
る
可
能
性
が
濃
厚
と
な
り
ま

し
た
。
長
方
形
と
い
う
墳
形
は
、
あ
ら
か
じ
め
二
基
分

の
石
室
の
構
築
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
の
墳
形

で
、畿
内
の
古
墳
と
の
共
通
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
畿
内
的
な
古
墳
が
、
首
長
墓
と
考
え
ら
れ

る
虎
塚
古
墳
群
や
笠か
さ
や谷
古
墳
群
、
大
平
古
墳
群
と
は
違

う
場
所
に
存
在
す
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
古
墳
を
造
る
行
為
は
、
お
そ
ら
く
七
世
紀
で
終
焉
を

迎
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
八
世
紀
以

降
も
古
墳
を
利
用
す
る
と
い
う
行
為
は
行
わ
れ
て
い
た

よ
う
で
す
。
そ
の
証
拠
と
し
て
古
墳
や
横
穴
墓
で
は
、

前
葉
の
土
器
が
出
土
し

て
お
り
、
古
墳
や
横
穴

墓
が
造
ら
れ
た
時
期
と

土
器
と
の
時
期
に
差
が

生
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
例
か
ら
は
、
古
墳

の
造
墓
自
体
は
お
そ
ら

く
七
世
紀
後
半
に
終
わ

り
を
迎
え
ま
す
が
、
八

世
紀
以
降
は
追
葬
行
為

も
し
く
は
先
祖
崇
拝
と

し
て
墓
を
利
用
す
る
と

い
う
行
為
の
み
が
継
続

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
こ
う
い
っ
た
墳
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長方形墳の三反田古墳群飯塚前古墳



　
平
成
三
◯
年
二
月
一
七
日
か
ら
三
月
一
◯
日
の
毎
週

土
曜
日
に
、
公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
　

古
墳
時
代
の
終
わ
り
を
探
る
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講

師
に
は
、
古
墳
時
代
の
研
究
者
を
お
招
き
し
て
、
最
新

の
研
究
成
果
を
も
と
に
、
古
墳
時
代
の
終
わ
り
に
つ
い

て
ご
講
演
を
頂
き
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
講
座
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
日
、

記
録
集
を
刊
行
す
る
予
定
で
す
。
　

古
墳
時
代
の
終
わ
り
を
探
る

月／日 演　　　題 講　　　師

２／ 17（土）古墳の終わり
国立歴史民俗博物館
松木　武彦　氏

２／ 24（土）栃木県の南部の終末期古墳
日本考古学協会員
小森　哲也　氏

３／３（土）ひたちなか市の古墳の終わり
（公財）ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社
稲田　健一

３／ 10（土）東日本の古墳の終わり
東京学芸大学
日高　慎　氏

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館

     

松ま

つ

ぎ木　

武た
け
ひ
こ彦 

氏

日
本
考
古
学
協
会
員

     

小こ

も

り森　

哲て

つ

や也 

氏

東
京
学
芸
大
学

     

日ひ

だ

か高 

慎し
ん 

氏

十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
館
出
支
群
Ⅰ
区
第
35
号

墓
出
土
遺
物
が
、
ひ
た
ち
な
か
市
指
定
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
！

「仏教に帰依しなかった敏達天皇まで

が前方後円墳で，仏教に帰依した用

明天皇が方墳を採用していることは，

これはやはり仏教の浸透と前方後円

墳の廃絶との間になんらかの関係が

あったのではないかと考えさせるわけ

です。用明天皇以降はもう前方後円

墳に葬られる大王はいなくなって，西

日本ではほとんど前方後円墳は消え

てしまいます。」

「６世紀末から近畿地方のトップは，

方墳そして八角というふうに墳形を換

えていきます。その時に東国では、でっ

かい円墳や方墳を造っています。前方

後円墳は造っていません。そうすると，

前方後円墳で力を示している時代って

いうのは終わっていても，関東地方で

は大型の円墳や方墳で力を示している

んだろうなと思います。しかも，それ

を畿内は認めていますね。」

「前方後円墳が造られている時代より

は一段階新しくなった時期に、いわゆ

る首長墓のような大きな古墳では、横

穴式石室という重たい構造物の地盤を

もたせるために版築という古代寺院の

技術を導入していきます。このように

古墳時代の終末期では、古墳築造に

古代寺院の技術というのが入ってくる

のが一つの特徴だろうと思っておりま

す。」

　
二
○
一
二
年
度
の
発
掘
調

査
で
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
館

出
支
群
Ⅰ
区
第
35
号
墓
か
ら

出
土
し
た
大
刀
一
口
、
刀
子

五
口
、
鉄
鏃
一
九
点
、
鉄
釘

一
八
一
点
、
土
器
五
八
点
な

ど
二
六
六
点
が
、
二
○
一
七

年
一
○
月
に
ひ
た
ち
な
か
市

指
定
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
館
出
支
群
Ⅰ
区
第

35
号
墓
等
の
十
五
郎
穴
の
調

査
を
ま
と
め
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
二
○
一
八
年
二
月
に
刊

行
し
ま
し
た
。
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
は
埋
文
セ
ン
タ
ー
等
で
無

料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
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公
開
講
座
「
ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
」
第
一
一
回
　



　

二
〇
一
七
年
度
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
内
に
お
い
て
、

試
掘
調
査
二
四
件
、
本
調
査
四
件
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

三
反
田
古
墳
群
で
は
、
第
一
四
号
墳
の
墳
丘
測
量
を

実
施
す
る
と
と
も
に
、
墳
丘
の
周
囲
を
数
カ
所
試
掘
し

て
み
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
第
一
四
号
墳
は
、
墳
丘
長

三
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
長
方
墳
に
な
る
可
能
性
が
出
て

き
ま
し
た
。
三
反
田
古
墳
群
の
西
端
に
は
、
墳
丘
長

三
〇
メ
ー
ト
ル
の
長
方
墳
と
な
る
飯
塚
前
古
墳
が
あ
る

の
で
、
同
じ
古
墳
群
の
東
西
に
長
方
墳
が
あ
る
こ
と
に

な
り
、そ
の
意
味
が
今
後
問
題
と
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

市
毛
上
坪
遺
跡
で
は
、古
墳
時
代
中
期
の
住
居
跡
か
ら
、

完
形
の
杯
が
床
面
に
置
か
れ
た
状
態
で
多
量
に
出
土
し

ま
し
た
。
ひ
た
ち
な
か
市
に
お
け
る
古
墳
時
代
中
期
土

器
の
基
準
資
料
と
い
え
ま
す
。　
　
　
　
（
佐
々
木
義
則
）

三反田古墳群第 14 号墳

0 3000m

岡田遺跡

本郷東遺跡

市毛上坪遺跡

三反田遺跡

中根北谷北遺跡，北谷遺跡，虎塚古墳群

君ヶ台遺跡

赤坂遺跡

平磯長堀南遺跡

高野富士山遺跡

野沢前遺跡

柴田遺跡

金上向山遺跡

遠原遺跡

市毛下坪遺跡

黒袴遺跡

本郷西遺跡

三反田古墳群

宿ノ内遺跡,西中根遺跡

勝倉若宮遺跡

小貫山遺跡

上馬場遺跡

地蔵根遺跡

新川

那珂川

中丸川

大川

本郷川

東海村

ひたちなか市

水戸市

那珂市
　三反田遺跡の発掘調査　　三

み た ん だ

反田遺跡は，
ひたちなか市立三反田小学校のあたりに広が
る古墳時代前期を中心とした集落遺跡です。
1973 年（昭和 48 年）から 1990 年（平成 2 年）
にかけて，5 回の発掘調査が行なわれ，古墳
時代の住居跡 19 基，古墳 1 基が調査されま
した。それら調査の成果は発掘調査報告書に
まとめられ，刊行されています。ぜひ，埋文
センターやひたちなか市立図書館などでご覧
になってください。
　このような過去の発掘調査によって，三反
田小学校の敷地には，ひたちなか市を代表す
る古墳時代前期の集落跡が埋もれていること
が明らかになりました。そしてその場所で，
2017 年（平成 29 年）の 9 月から 10 月に
かけて，校舎の建て替えに伴う発掘調査が久
しぶりに実施されたのです。
　調査をしてみたところ，古墳時代前期の竪
穴住居跡が６基，平安時代の竪穴住居跡（１
B 号住）が 1 基見つかりました。どの住居跡
も，住居跡の一部の調査でしたが，2 号住居
跡では，床に掘られた穴の壁に貼り付いたよ
うな状態で，古墳時代前期の土器がたくさん
出土するという成果もありました。
　調査が終わった今は，発掘現場で作成した
図面を清書したり，出土した遺物の図面を
作ったりといった，室内での作業を実施して
います。こうした貴重な成果は，来年度に発
掘調査報告書として刊行される予定です。

三反田遺跡第 2号住居跡
0 10 m
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三反田古墳群第14号墳

掘削廃土による盛土
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F

周溝

道路

攪乱

ひたちなか市内の発掘調査 2017
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ひたちなか市内の発掘調査 2017

歴
史
の
小
窓　

そ
の
二
〇

　

丸
底
で
、
頸く
び

の
部
分
に
波
の
よ
う
な
模
様
が
付

け
ら
れ
た
高
さ
五
三
セ
ン
チ
も
あ
る
大
き
な
甕か
め

は
、

ひ
た
ち
な
か
市
に
あ
る
津つ

田だ

西に
し

山や
ま

古
墳
群
の
円
墳

墳ふ
ん
ち
ょ
う
ぶ

頂
部
あ
た
り
か
ら
出
土
し
た
も
の
で
す
。
頸け
い
ぶ部

の
波は

じ
ょ
う
も
ん

状
文
が
沈ち
ん
せ
ん線

で

あ
る
こ
と
や
、
粘
土

の
特
徴
か
ら
み
て
、

九
世
紀
に
水
戸
市

木あ
ぼ
っ
け

葉
下
窯
跡
群
で
焼

か
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
須
恵
器

祭
り
の
お
た
の
し
み

の
大お
お
が
め甕
は
、
酒
の
醸
造
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
当
時
の
酒
は
、
発
酵
し
た
蒸
し
米
に

水
を
加
え
て
甕
に
仕
込
ん
だ
、
ド
ブ
ロ
ク
の
よ
う

な
濁
に
ご
り
ざ
け酒

で
し
た
。木
の
蓋
を
し
て
、上
を
布
で
覆
っ

て
い
た
よ
う
で
す
。
春
や
秋
の
祭
り
の
日
、
長
寿

や
厄
除
け
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
祈
り
を
込
め
て
、

村
人
た
ち
が
魔
よ
け
の
酒
を
酌く

み
交
わ
し
た
の
で

は
な
い
か
、
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。　
（
佐
々
木
義
則
）

参
考
文
献　

荒
井
秀
規
「
神
に
捧
げ
ら
れ
た
土
器
」『
文
字
と
古
代
日
本
４　

神
仏
と
文
字
』

吉
川
弘
文
館
二
〇
〇
五
、
宮
本
馨
太
郎
『
め
し
・
み
そ
・
は
し
・
わ
ん
』
岩
崎
美
術
社
、
余

語
琢
磨
「「
ミ
カ
」
名
を
も
つ
須
恵
器
」『
古
代
』
九
二　

早
稲
田
大
学
考
古
学
会
、
鴨
志
田

篤
二
ほ
か
「
津
田
西
山
古
墳
群
出
土
の
須
恵
器
甕
」『
茨
城
県
考
古
学
協
会
誌
』
第
一
三
号

2017（平成 29）年度市内遺跡調査一覧表
No. 遺跡名 次数 所在地 種別 時期 遺構・遺物

1 君
きみがだいいせき

ヶ台遺跡 11 次 中根 試掘 4 月 住居跡 1 基 ( 奈良 ) を確認。須恵器，土師器が出土。

2 赤
あかさかいせき

坂遺跡 3 次 鶴代 試掘 4 月 溝跡 1 条を確認。

3 高
こ う や ふ じ や ま い せ き

野富士山遺跡 9 次 高野 試掘 4 月 土師器，須恵器が出土。

4 市
いちげかみつぼいせき

毛上坪遺跡 17 次 市毛 試掘 5 月 住居跡 2 基 ( 古墳 ) を確認。土師器が出土。

5 勝
かつくらわかみやいせき

倉若宮遺跡 5 次 勝倉 本調査 5 月
住居跡 2 基 ( 古墳１，平安 1)，土坑 1 基を調査。縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，石器，
鉄製品が出土。

6 本
ほんごうひがしいせき

郷東遺跡 6 次 馬渡 試掘 6 月 なし

7 野
のざわまえいせき

沢前遺跡 2 次 中根 試掘 7 月 住居跡 1 基 ( 平安 )，土坑 1 基を確認。須恵器，土師器，弥生土器が出土。

8 柴
しばた い せ き

田遺跡 5 次 中根 試掘 8 月 土坑 1 基を確認。

9 岡
おかだ い せ き

田遺跡 30 次 三反田 試掘 8 月 なし

10 金
かねあげむかいやまいせき

上向山遺跡 3 次 三反田 試掘 9 月 住居跡 1 基（平安）を確認。土師器､ 須恵器，石器が出土。

11 市
いちげしもつぼいせき

毛下坪遺跡 13 次 市毛 試掘 9 月 住居跡 4 基（古墳 3，平安 1）を確認。弥生土器，土師器，須恵器が出土。

12 黒
くろばかまいせき

袴遺跡 6 次 津田 試掘 10 月 なし

13 三
み た ん だ い せ き

反田遺跡 7 次 三反田 本調査 9 月
住居跡 7 基 ( 古墳 6，平安 1) を調査。旧石器，縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，石器，
鉄製品が出土。

14 本
ほんごうにしいせき

郷西遺跡 1 次 馬渡 試掘 11 月 なし

15 市
いちげかみつぼいせき

毛上坪遺跡 18 次 市毛 試掘 11 月 住居跡 3 基 ( 平安 2，時期不明 1) を確認。縄文土器，土師器，須恵器が出土。

16 高
こ う や ふ じ や ま い せ き

野富士山遺跡 10 次 高野 試掘 11 月 住居跡 3 基（古墳～奈良），溝 1 条，ピット 5 基を確認。土師器，須恵器，石器が出土。

17 三
みたん だ こ ふ ん ぐ ん

反田古墳群 2 次 三反田 試掘 12 月 長方墳 1 基を確認。

18 宿
しゅくのうちいせき

ノ内遺跡
西
にしなかねいせき

中根遺跡

4 次
4 次 中根 試掘 12 月 住居跡 1 基（古墳）を確認。土師器，須恵器が出土。

19 岡
おかだ い せ き

田遺跡 31 次 三反田 試掘 1 月 溝 1 条，土坑 1 基を確認。縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器，陶磁器が出土。

20 市
いちげかみつぼいせき

毛上坪遺跡 19 次 市毛 本調査 1 月 住居跡４基（古墳２，平安２），土坑９基を調査。土師器，須恵器，鉄製品，石製品が出土。

21 小
おぬきやまいせき

貫山遺跡 2 次 高野 試掘 1 月 なし

22 上
か み ば ば い せ き

馬場遺跡 5 次 津田 試掘 1 月 ピット 1 基を確認。

23 地
じ ぞ う ね い せ き

蔵根遺跡 3 次 勝倉 試掘 2 月 なし

24 遠
とおばら

原遺
いせ き

跡 4 次 金上 試掘 3 月 住居跡 1 基（時期不明）を調査。縄文土器，須恵器が出土。

25 平
ひらいそながほりみなみ

磯長堀南遺
いせき

跡 2 次 平磯 試掘 3 月 溝 1 基を確認。

26 市
いちげかみつぼ

毛上坪遺
いせき

跡 20 次 市毛 試掘 3 月 住居跡２基（時期不明），溝 1 基を確認。旧石器，縄文土器，弥生土器，土師器，須恵器が出土。

27
虎
とらづかこふんぐん

塚古墳群
北
きたや い せ き

谷遺跡
中
なかねきたやきたいせき

根北谷北遺跡

12 次
3 次
2 次

中根 試掘 12 月
～ 3 月

住居跡 10 基（平安 5，時期不明５），溝５条，土坑３基，ピット 11 基を確認。旧石器，縄文土器，
弥生土器，土師器，須恵器，鉄製品，陶磁器が出土。

※この他，毛野考古学研究所により高野富士山遺跡第 11次調査（本調査）が実施されました。
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展示のようす
　

ひ
た
ち
な
か
市
に
は
三
〇
〇
を
超
え
る
遺
跡
が
あ
り

ま
す
。
そ
う
し
た
遺
跡
に
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
建

築
さ
れ
る
際
に
は
、事
前
に
試
掘
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

試
掘
調
査
は
、市
教
育
委
員
会
か
ら
の
委
託
を
受
け
て
、

公
益
財
団
法
人
ひ
た
ち
な
か
市
生
活
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
公
社
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

試
掘
調
査
に
よ
っ
て
古
代
の
住
居
跡
な
ど
が
確
認
さ

れ
た
場
合
に
は
、
そ
の
保
存
に
つ
い
て
話
し
合
い
が
行

わ
れ
ま
す
。
話
し
合
い
の
結
果
、
保
存
す
る
こ
と
が
難

し
い
場
合
に
は
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
二
〇
一
六
年
度
は
、
試
掘
調
査
二
七
件
、
発
掘

調
査
四
件
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の
ワ
ン
ケ
ー
ス
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
そ
う
し
た
調
査
で
出
土
し
た
遺

物
の
展
示
解
説
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

館た
て
だ
し出
遺
跡
で
は
、
畑
地
整
備
事
業
に
伴
う
事
前
の
試

掘
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
確
認
さ
れ
た
弥
生
時
代

の
住
居
跡
か
ら
は
，
弥
生
時
代
後
期
東
中
根
式
の
大
型

壷
形
土
器
が
出
土
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本ほ

ん
ご
う
ひ
が
し

郷
東
遺
跡
の

発
掘
調
査
で
は
、
火
事
に
あ
っ
た
古
墳
時
代
住
居
跡
床

面
か
ら
、
重
ね
ら
れ
た
状
態
の
杯つ

き

類
が
、
大
量
に
出
土

し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
遺
跡
も
、
こ
れ
ま
で
様
相
が
よ

く
わ
か
ら
な
か
っ
た
遺
跡
で
し
た
の
で
、
郷
土
の
歴
史

を
知
る
貴
重
な
資
料
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
は
、
遺
跡
の
地
権
者

を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご
協
力
と
ご
理
解
に
よ
っ

て
実
施
し
て
い
ま
す
。
今
回
の
小
展
示
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
調
査
に
関
係
さ
れ
た
皆
様
の
ご
厚
意
に
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。　
（
佐
々
木
義
則
）

市内遺跡調査 2016
10月 28日 [ 土 ] ▼ 12 月 10日 [ 日 ]
日時　平成 29年

休館日　月曜日（祝日の場合は翌日）

開館時間　午前 9時－午後 5時（入館は午後 4時 30分まで）

入場無料

場所　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター
　　　                〒312‐0011　茨城県ひたちなか市中根 3499

　　　                     ☎ 029‐276‐8311

１ ＣＡＳＥ ＭＵＳＥＵＭ Vol.44

公益財団法人　
ひたちなか市生活・文化・スポーツ公社

「女子大生と装身具」 の拡散

（2017.10.7 ～ 2018.1.28　茨城県自然博物館第 70 回企画展「サメ展」）

ワンケース・ミュージアム 44
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宮城県亘理郡山元町

合
かっせんはら

戦原遺跡の横穴墓群

 山田　隆博

（山元町教育委員会）

　
合
戦
原
遺
跡
は
、
宮
城
県
亘
理
郡
山
元
町
合
戦
原
地
内
、

Ｊ
Ｒ
常
磐
線
山
下
駅
か
ら
約
二
・
五
㎞
南
に
位
置
す
る
国
立

病
院
機
構
宮
城
病
院
周
辺
に
広
が
る
古
墳
時
代
か
ら
平
安

時
代
に
か
け
て
の
複
合
遺
跡
で
、
阿
武
隈
山
地
か
ら
東
に

延
び
る
標
高
一
五
～
三
五
ｍ
の
丘
陵
上
に
立
地
す
る
。
平

成
二
六
～
二
八
年
に
か
け
て
、
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事

業
「
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
に
伴
い
実
施
し
た
発
掘

調
査
に
よ
っ
て
五
四
基
の
横
穴
墓
を
確
認
し
た
。

　
横
穴
墓
は
、
標
高
二
二
～
三
〇
ｍ
の
緩
や
か
な
丘
陵
南

斜
面
を
中
心
に
横
方
向
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
横
穴
墓
玄

室
の
平
面
形
は
、
方
形
を
基
調
と
す
る
も
の
が
主
体
で
あ

る
が
、
逆
台
形
・
楕
円
形
・
不
整
形
の
も
の
も
あ
る
。
玄

室
規
模
は
、
最
大
幅
約
三
ｍ
前
後
の
大
型
、
二
・
五
ｍ
前
後

の
中
型
、
一
・
五
ｍ
前
後
の
小
型
の
も
の
が
あ
る
。
天
井
形

は
ド
ー
ム
形
が
大
半
を
占
め
る
が
、
家
形
の
も
の
や
平
天

井
の
も
の
も
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
。
玄
室
底
面
に
台
床
を

も
つ
も
の
は
一
基
の
み
で
、
そ
の
他
は
平
坦
で
あ
る
。
底

面
に
敷
石
を
も
つ
も
の
は
四
基
確
認
さ
れ
て
い
る
。
玄
門

入
口
に
は
、
閉
塞
石
が
残
存
す
る
も
の
が
多
い
。
墓
道
は
、

検
出
長
三
～
十
ｍ
前
後
の
も
の
が
主
体
で
あ
る
が
、
中
に

は
長
さ
二
〇
ｍ
以
上
の
も
の
も
あ
り
、
長
い
墓
道
を
持
つ

構
造
が
本
横
穴
墓
群
の
特
徴
と
い
え
る
。
玄
室
壁
面
に
装

飾
を
伴
う
横
穴
墓
は
四
基
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
線
刻
に
よ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
最
も
多
く
の
図
文
が
認
め

ら
れ
た
三
八
号
墓
奥
壁
に
は
、
人
物
・
動
物
（
鳥
）・
靫ゆ

ぎ

？
・

翳
さ
し
ば

？
・
家
屋
？
・
植
物
（
木
の
葉
？
）、
そ
の
他
多
数
の
図

文
が
描
か
れ
て
お
り
、
東
北
地
方
の
線
刻
壁
画
を
伴
う
横

穴
墓
と
し
て
は
稀
有
な
存
在
と
言
え
る
。

　
出
土
遺
物
は
、
土
師
器
、
須
恵
器
、
勾
玉
・
切
子
玉
・

管
玉
・
ガ
ラ
ス
製
小
玉
な
ど
の
玉
類
、
装
飾
付
大た

ち刀
・

合戦原遺跡 横穴墓群全景（南から撮影）

直
刀
・
蕨わ

ら
び
て
と
う

手
刀
・
刀と

う

す子
・
弓
金
具
・
鉄て
つ
ぞ
く鏃
・
馬
具
な
ど

の
金
属
製
品
が
出
土
し
た
。
馬
具
に
は
、
銅
製
・
金

銅
製
の
も
の
も
含
ま
れ
て
お
り
、
鐙
あ
ぶ
み

・
轡
く
つ
わ

・
帯
金
具
・

杏ぎ
ょ
う
よ
う

葉
・
雲う

ず珠
な
ど
、
豊
富
な
様
相
を
示
す
。
特
に
、
銅

製
壺つ
ぼ
あ
ぶ
み
鐙
は
東
北
地
方
で
初
の
出
土
で
あ
る
。

　
横
穴
墓
の
造
営
時
期
は
、
出
土
土
器
の
特
徴
か
ら
概

ね
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
を
中
心
と
す
る
年
代

に
使
用
さ
れ
て
い
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
造
営

主
体
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
図
文
の
線
刻
壁
画
を
も
つ

横
穴
墓
の
存
在
や
銅
製
馬
具
を
含
む
豊
富
な
副
葬
品
の

内
容
か
ら
、
中
央
政
府
と
交
流
を
も
っ
た
有
力
者
で
あ

る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

合戦原遺跡38号横穴墓玄室奥壁の線刻壁画

0 1m 【38 号墓 奥壁】
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４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀

相対

第２号墳

田彦

相対古墳群第２号墳（1988 年度調査）

第１号墳

田彦古墳群一覧（[住谷 1982] に一部加筆）

田彦古墳群古墳分布図（写真は 1945 年撮影）

田彦古墳群出土武人埴輪

1

8

2

4

10

3

59

6

7

ミニ知識　
　田彦古墳群出土の武人埴輪のように紺色系顔料が塗布された埴輪は，久慈川下流域を

中心とした地域に限定的にみられるもので，当地域の独自性を示すものとされていま

す [稲村 1994]。

　田彦古墳群は，ひたちなか市の西北部，那珂川支流の中丸川上流の台地上に位置しています。

古墳は現在 10 基が登録されていますが，記録によると前方後円墳１基と円墳 21 基が点在していたと

されています。円墳の規模は直径 15 ～ 25ｍです。発掘調査は，那珂湊第一高校（現：那珂湊高校）

史学会によって前方後円墳を対象に実施されています。前方後円墳の規模は小型で，墳丘上からは埴輪

が出土しています。埋葬施設は，粘土床とされています。出土した埴輪は高校に保管されていましたが，

現在武人埴輪の基部はひたちなか市埋蔵文化財調査センターに移管されています（下写真右）。また，数

年前には，田彦在中の市民の方から武人埴輪１体と基部１個が寄託されました。寄託された基部と高校

から移管した基部は同じ形であることから，寄託された埴輪は前方後円墳に樹立していたものと考えら

れます。武人埴輪は，頭部に衝角付きの冑を被り，胴部には挂甲を着用しています（下写真左）。寄託さ

れた基部にも挂甲の表現がみられます。３つの埴輪には，紺灰色の塗布が眉・口の周囲から顎にかけてと，

胴部の挂甲や帯など各所にみられます。埴輪の胎土から，久慈川流域で製作された可能性がある埴輪です。

　相対古墳群は，ひたちなか市南部の中丸川中流の三反田台地上に位置しています。古墳は２基

が確認されており，第２号墳を 1985 年と 1988 年に市教育委員会が調査を実施しています。第２号

墳は墳丘の盛土がほとんど残っていませんでしたが，周溝が確認されたことから直径約 16ｍの円墳で

あることが判明しました。埋葬施設は凝灰質泥岩の切石を使用した横穴式石室です。天井部はすでに失

われていました。石室は前室と後室からなる複室構造で，床面には礫が敷いてありました。石室の規模は，

玄室長約 4.0m，幅約 1.1m です。玄門部には板石状の閉塞石がみられます。石室内から出土遺物はあ

りませんが，周溝から須恵器の大甕や長頸壷，フラスコ形長頸瓶などが出土しています。古墳の時期は

７世紀中ごろと推定されます。この古墳の石室と似た構造の例は市内にはありませんが，東海村須和間

古墳群第 12 号墳の石室と似ています。

＊田彦古墳群は吉田神社境内にある第１号墳の見学はできます。

＊相対古墳群は見学できません。

ひたちなか市の古墳

見学ガイド

＊古墳の場所や市内の古墳の概要については，『埋文だより』第 37 号をご覧下さい。

11　田彦古墳群・相対古墳群
た び こ

ねんどしょう

＊参考文献：稲村 繁 1994「「紺」色考」『風土記の考古学①『常陸風土記』の巻』同成社　245-267 頁　　鴨志田篤二 2004「武人埴輪寄託される」『ひたちなか埋文だより』第 20 号　ひたちなか市埋蔵文化財調査センター　11 頁

　　　　　　住谷光男 1982『勝田市埋蔵文化財分布調査報告書　昭和 56 年度版』勝田市教育委員会　　　　住谷光男 1985「相対遺跡・相対古墳群」 『昭和 59 年度市内遺跡発掘調査報告書』勝田市教育委員会　35-43 頁

100m0田彦古墳群

けいこうしょうかくつ かぶと

あご

あいたい

石室全景

古墳全景

古墳全体図と石室

10cm0

周溝出土遺物

ぎょうかいしつでいがん

れき

へいそくせき

おおがめ ちょうけいこ ちょうけいへい

す わ ま

0 5m

B
AA

B

1m0

     

　

古墳名 墳　形 規　模（ｍ） 備　　 考

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

1号墳

2号墳

3号墳

4号墳

5号墳

6号墳

7号墳

8号墳

9号墳

10号墳

円墳 直径 10， 高さ 2.5

直径 10， 高さ 1.0

直径 25，　高さ 3.0

直径 20， 高さ 1.5

直径 20， 高さ 2.0

直径 15， 高さ 1.5

墳丘上に吉田神社が建っているため，

墳頂部が削平されている。

個人宅内にある。

東側と西側が大きく削平されている。

個人の墓地敷地内にある。

古墳ではない可能性がある。

個人宅内にある。

直径 20， 高さ 2.5

直径 10， 高さ 1.0

直径 10， 高さ 1.5

直径 22， 高さ 1.5

個人宅内にある。

個人の墓地敷地内にある。

保存状態はよい。 墳頂部に祠あり。

東側が削平されている。
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４世紀 ５世紀 ６世紀 ７世紀
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　田彦古墳群は，ひたちなか市の西北部，那珂川支流の中丸川上流の台地上に位置しています。

古墳は現在 10 基が登録されていますが，記録によると前方後円墳１基と円墳 21 基が点在していたと
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が出土しています。埋葬施設は，粘土床とされています。出土した埴輪は高校に保管されていましたが，

現在武人埴輪の基部はひたちなか市埋蔵文化財調査センターに移管されています（下写真右）。また，数

年前には，田彦在中の市民の方から武人埴輪１体と基部１個が寄託されました。寄託された基部と高校

から移管した基部は同じ形であることから，寄託された埴輪は前方後円墳に樹立していたものと考えら
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れた基部にも挂甲の表現がみられます。３つの埴輪には，紺灰色の塗布が眉・口の周囲から顎にかけてと，

胴部の挂甲や帯など各所にみられます。埴輪の胎土から，久慈川流域で製作された可能性がある埴輪です。

　相対古墳群は，ひたちなか市南部の中丸川中流の三反田台地上に位置しています。古墳は２基

が確認されており，第２号墳を 1985 年と 1988 年に市教育委員会が調査を実施しています。第２号

墳は墳丘の盛土がほとんど残っていませんでしたが，周溝が確認されたことから直径約 16ｍの円墳で

あることが判明しました。埋葬施設は凝灰質泥岩の切石を使用した横穴式石室です。天井部はすでに失

われていました。石室は前室と後室からなる複室構造で，床面には礫が敷いてありました。石室の規模は，

玄室長約 4.0m，幅約 1.1m です。玄門部には板石状の閉塞石がみられます。石室内から出土遺物はあ

りませんが，周溝から須恵器の大甕や長頸壷，フラスコ形長頸瓶などが出土しています。古墳の時期は

７世紀中ごろと推定されます。この古墳の石室と似た構造の例は市内にはありませんが，東海村須和間

古墳群第 12 号墳の石室と似ています。

＊田彦古墳群は吉田神社境内にある第１号墳の見学はできます。

＊相対古墳群は見学できません。

ひたちなか市の古墳

見学ガイド
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れき

へいそくせき

おおがめ ちょうけいこ ちょうけいへい

す わ ま

0 5m

B
AA

B

1m0

     

　

古墳名 墳　形 規　模（ｍ） 備　　 考

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

円墳

1号墳

2号墳

3号墳

4号墳

5号墳

6号墳

7号墳

8号墳

9号墳

10号墳

円墳 直径 10， 高さ 2.5

直径 10， 高さ 1.0

直径 25，　高さ 3.0

直径 20， 高さ 1.5

直径 20， 高さ 2.0

直径 15， 高さ 1.5

墳丘上に吉田神社が建っているため，

墳頂部が削平されている。

個人宅内にある。

東側と西側が大きく削平されている。

個人の墓地敷地内にある。

古墳ではない可能性がある。

個人宅内にある。

直径 20， 高さ 2.5

直径 10， 高さ 1.0

直径 10， 高さ 1.5

直径 22， 高さ 1.5

個人宅内にある。

個人の墓地敷地内にある。

保存状態はよい。 墳頂部に祠あり。

東側が削平されている。
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活
用
な
く
し
て
保
存
な
し　

遺
跡
の
保
存
活
用
に
つ

い
て
の
考
え
方
は
、
戦
後
七
〇
年
が
経
過
し
て
大
き
く

変
わ
っ
た
。
文
化
財
は
今
日
ま
で
指
定
制
度
を
根
幹
と

し
て
き
た
。
国
指
定
・
県
指
定
・
市
町
村
指
定
で
あ
る
。

そ
の
枠
を
超
え
て
世
界
遺
産
が
登
場
し
、
ま
た
新
た
に

日
本
遺
産
が
で
き
た
。
国
・
県
・
市
町
村
の
指
定
と
は

別
に
登
録
文
化
財
が
制
定
さ
れ
、
ま
た
ユ
ネ
ス
コ
が
和

食
を
日
本
の
文
化
遺
産
に
認
定
す
る
と
、
堰
を
切
っ
た

よ
う
に
各
地
の
地
方
自
治
体
が
郷
土
食
を
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指
定
制
度
と
い
う

文
化
財
保
存
の
体
系
は
今
日
、
混
と
ん
と
し
て
い
る
。

更
に
保
存
を
基
本
と
し
た
文
化
財
問
題
は
活
用
と
い
う

側
面
が
強
調
さ
れ
、
地
方
の
活
性
化
や
観
光
資
源
化
な

ど
の
方
向
に
動
き
始
め
て
い
る
。
そ
う
い
う
方
向
は
地

方
創
生
な
ど
の
動
き
と
と
も
に
加
速
し
て
い
く
で
あ
ろ

う
。

　

活
用
で
は
資
料
館
や
博
物
館
の
「
も
の
」
の
展
示
が

中
心
で
あ
っ
た
が
新
た
に
映
像
に
よ
る
展
示
の
よ
う
な

方
向
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
変
化
に
多
く
の

市
町
村
教
育
委
員
会
の
担
当
者
、
文
化
財
関
係
者
と
も

傍
観
者
で
あ
る
。

　

保
存
・
活
用
の
新
た
な
る
方
策　

二
〇
一
五
年
、
文

化
庁
は
指
定
の
在
り
方
に
つ
い
て
新
た
な
方
策
を
打
ち

出
し
た
。
日
本
遺
産
の
登
録
で
あ
る
。
行
政
の
枠
を
超

え
た
広
域
連
携
に
よ
る
日
本
遺
産
登
録
と
一
つ
の
自
治

体
内
の
遺
跡
か
ら
な
る
日
本
遺
産
登
録
の
方
向
で
あ

る
。
水
戸
市
は
栃
木
県
足
利
市
、
岡
山
県
備
前
市
、
大

分
県
日
田
市
と
の
連
携
で
近
代
日
本
の
教
育
遺
産
群
の

登
録
を
目
指
し
て
い
る
。
日
本
遺
産
群
の
構
成
に
は
若

干
の
条
件
が
あ
る
が
、
文
化
遺
産
活
用
と
保
存
の
有
効

な
手
段
と
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
方
向
か
ら

自
分
た
ち
の
遺
跡
を
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

茨
城
県
内
に
は
日
本
遺
産
の
テ
ー
マ
と
な
る
よ
う
な
遺

跡
群
が
多
い
。

　

指
定
制
度
に
よ
る
文
化
財
保
存
は
す
で
に
限
界
に
き

て
い
る
。郷
土
食
の
文
化
財
指
定
は
そ
の
象
徴
で
あ
り
、

ま
た
地
方
自
治
体
が
市
町
村
遺
産
、
登
録
文
化
財
な
ど

の
制
度
化
を
始
め
て
い
る
の
は
、そ
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。

　

文
化
財
の
持
つ
側
面　

文
化
財
は
観
光
資
源
と
し
て

の
側
面
も
持
つ
も
の
で
あ
り
、
ま
た
住
み
よ
い
街
作
り

の
骨
子
と
も
な
る
。
ま
た
、
生
涯
学
習
の
拠
点
、
超
高

齢
化
（
長
寿
）
社
会
に
お
け
る
対
応
等
、
史
跡
の
生
か
し

方
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
長
寿
社
会
に
お
い
て
は

住
民
の
健
康
で
長
生
き
は
医
療
費
、
介
護
費
の
低
減
に

つ
な
が
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

　

活
用
の
在
り
方
は
整
備
の
形
に
つ
な
が
っ
て
く
る
も

の
で
あ
る
か
ら
、
自
治
体
の
意
向
も
取
り
入
れ
な
が
ら

慎
重
な
議
論
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
史
跡
で

あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
何
で
も
あ
り
の
整
備
と
言
う

わ
け
に
い
か
な
い
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
る
。
調
査

に
よ
り
確
認
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
い
た
整
備
が
必
要
で

あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
史
跡
は
遊
園
地
で
は

な
い
し
、
遊
具
設
備
も
い
ら
な
い
の
で
あ
る
。

＊
川
崎
純
徳
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
は
、
連
載
第
一
三
回
（『
埋
文
だ
よ
り
』

第
四
一
号
）
に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

川崎 純徳

出会い、別れ、そして夢考古学の旅路
第20回　遺跡保存・活用の新たな方向を目指して

泉坂下遺跡現地説明会（2015.10.4 撮影）
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（2017.10.28）

　
ひ
た
ち
な
か
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
の

一
角
に
は
、
建
設
中
の
小
さ
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
あ
る
。
こ

れ
は
、
二
〇
一
七
年
一
〇
月
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
「
ふ
る
さ
と
考
古
学
」
の
講
座
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
つ
く

ろ
う
」
で
子
供
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
小
さ
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
の
始
ま
り
は
、
二
〇
一
六
年

の
ふ
る
さ
と
考
古
学
だ
っ
た
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
「
記
録

す
る
考
古
学
」
と
題
し
た
講
座
を
お
こ
な
い
、
古
代
エ
ジ

プ
ト
の
測
量
器
を
作
成
し
埋
文
セ
ン
タ
ー
の
敷
地
の
一
角

を
「
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
予
定
地
」
と
し
て
平
ら
に
整
地
し

た
の
で
あ
る
。

　
私
の
所
属
す
る
三
井
考
測
は
、
東
日
本
国
際
大
学
エ
ジ

プ
ト
考
古
学
研
究
所
に
よ
る
ギ
ザ
台
地
西
部
墓
地
探
査
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
お
り
、
年
に
二
回
現
地
で
の
調

査
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ク
フ
王
の
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
の
石
材
の
種
類
や
大
き
さ
を
実
際
に
目
の
当
た
り
に
し

て
い
る
。

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
建
設
に
つ
い
て
は
、
古
代
エ
ジ
プ
ト
の

建
築
学
が
専
門
で
あ
る
東
日
本
国
際
大
学
客
員
教
授
の
柏

木
裕
之
先
生
を
特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
講
座
に
迎
え
、
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
の
作
り
方
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
た
だ
い
た
。
ピ

ラ
ミ
ッ
ド
の
積
み
方
は
、
二
種
類
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い

る
。
一
段
ご
と
に
水
平
面
を
造
っ
て
箱
の
よ
う
に
積
み
上

げ
て
い
く
方
法
と
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
中
心
に
な
る
場
所
に

石
材
を
塔
状
に
積
み
上
げ
た
後
、
そ
の
周
り
に
タ
マ
ネ
ギ

の
よ
う
に
段
を
積
み
上
げ
る
方
法
で
あ
る
。
ふ
る
さ
と
考

古
学
で
も
こ
の
二
種
類
の
積
み
方
を
試
す
こ
と
に
し
た
。

な
お
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
頂
上
に
設
置
す
る
キ
ャ
ッ
プ
ス

ト
ー
ン
は
ふ
る
さ
と
考
古
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
海
老
原
四

郎
さ
ん
に
製
作
し
て
い
た
だ
い
た
。

　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
体
験
は
、
午
前
と
午
後
の
二
回
に
分

け
て
実
施
し
た
。
午
前
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
石
材
や
運
搬
方

法
の
話
を
し
た
後
に
箱
型
の
積
み
方
の
方
法
を
説
明
し
、

再
度
建
設
予
定
地
を
水
平
に
す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
た
。

午
後
は
柏
木
先
生
に
よ
る
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
構
造
の
解
説
の

後
、
二
回
目
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
造
り
を
お
こ
な
っ
た
。

　
午
前
は
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
基
底
部
の
み
何
と
か
積
み
あ
が
っ

た
が
、
二
回
目
は
子
供
た
ち
の
希
望
で
タ
マ
ネ
ギ
型
の
積

み
方
で
つ
く
り
、
み
る
み
る
う
ち
に
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
「
芯
」

の
部
分
の
石
積
み
が
完
成
し
た
。
ま
た
、
作
業
は
石
を
積

む
班
と
石
を
運
ぶ
班
に
分
か
れ
て
実
施
し
た
が
、
運
ぶ
班

で
は
全
体
を
指
揮
す
る
役
割
分
担
が
自
然
と
決
ま
り
、
約

七
○
○
個
の
レ
ン
ガ
を
あ
っ
と
い
う
間
に
運
び
終
え
た
。

　
今
回
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
は
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た

た
め
、
作
業
ス
ピ
ー
ド
の
予
測
が
つ
か
ず
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

基
底
部
を
積
ん
だ
と
こ
ろ
で
終
了
す
る
と
考
え
て
い
た
。

し
か
し
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
積
み
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
た

後
の
子
供
た
ち
は
、
お
互
い
に
指
示
を
出
し
合
い
な
が
ら

ほ
と
ん
ど
自
分
た
ち
の
力
で
レ
ン
ガ
を
積
み
上
げ
て
い
っ

た
。
こ
れ
は
嬉
し
い
誤
算
で
あ
っ
た
。
自
分
た
ち
で
工
夫

し
な
が
ら
レ
ン
ガ
を
運
び
、
積
み
上
げ
る
と
い
う
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
建
設
の
体
験
が
、
遺
跡
へ
の
興
味
が
深
ま
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
う
。

　
初
め
て
の
試
み
ば
か
り
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
あ
っ
た

が
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
セ
ン
タ
ー
の
皆
さ
ん
、
座
長
の

さ
か
い
ひ
ろ
こ
さ
ん
と
矢
野
徳
也
さ
ん
、
特
別
ゲ
ス
ト
で

ご
参
加
い
た
だ
い
た
柏
木
裕
之
先
生
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
さ
ん
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き

た
。

　
現
在
建
設
中
の
小
さ
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
が
今
後
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
で
果
た
し
て
完
成
す
る
の
か
、
私
自
身
も
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

只今ピラミッド建設中！

梅田　由子

―ふるさと考古学ワークショップでの試み―　

三井考測
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資料紹介

木 葉 の 底

鈴木　素行

　立てた状態で展示してあると，土器の底面はま

ず見ることができません。しかし，そこには土器

を製作した際の敷物の痕跡が残されていることが

あります。木葉を敷いた痕跡，「木葉痕」について，

いくつか樹木の種類を調べてみました。弥生時代

に，どのような木葉を利用していたのか，その研

究の第一歩です。

－茨城県北部域における弥生式土器の底面痕跡－

こ の は

　

１　

土
器
の
底
面
痕
跡

　

轆ろ
く

轤ろ

を
使
用
し
な
い
土
器
製
作
で
は
、
作
業
の
た
め

に
土
器
を
回
転
さ
せ
る
工
夫
が
必
要
で
あ
る
。
手
ご
ろ

な
敷
物
の
上
で
製
作
す
れ
ば
、
底
面
を
作
業
台
に
接
着

さ
せ
ず
に
土
器
を
回
転
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
る
。
そ
の
圧
痕
と
見
ら
れ
る
痕
跡
が
、
敷
物
の
種
類

か
ら
木
葉
痕
、
網
代
痕
、
布
目
痕
等
と
分
類
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
土
器
底
面
に
多
量
の
砂
粒
を
付
着
さ
せ
て

も
同
じ
効
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
も
土
器
製

作
の
痕
跡
と
し
て
砂
痕
と
呼
ん
で
い
る
。
茨
城
県
域
の

弥
生
式
土
器
に
は
、
こ
の
四
つ
の
底
面
痕
跡
が
確
認
さ

れ
て
お
り
、
本
稿
で
は
、
木
葉
痕
を
検
討
の
対
象
と
す

る
。

　

２　

底
面
痕
跡
の
変
遷

　

底
面
痕
跡
の
あ
り
方
は
、
弥
生
時
代
で
も
時
期
に
よ

り
、
茨
城
県
内
で
も
地
域
に
よ
り
、
状
況
が
異
な
る
。

茨
城
県
北
部
域
に
お
け
る
底
面
痕
跡
の
変
遷（
図
一
）は
、

弥
生
時
代
前
期
か
ら
中
期
前
葉
ま
で
が
木
葉
痕
、
中
期

中
葉
か
ら
後
葉
ま
で
が
布
目
痕
、
後
期
前
葉
か
ら
中
葉

ま
で
が
木
葉
痕
を
そ
れ
ぞ
れ
主
体
と
す
る
。
後
期
後
葉

に
は
、
久
慈
川
流
域
が
砂
痕
、
那
珂
川
流
域
が
布
目
痕

を
典
型
と
し
て
「
十
王
台
式
」
が
製
作
さ
れ
て
い
た
。

茨
城
県
南
部
域
は
、
後
期
を
通
し
て
木
葉
痕
が
支
配
的

で
あ
り
、
こ
れ
が
北
部
域
と
は
異
な
る
。

　

底
面
痕
跡
は
、土
器
型
式
の
属
性
の
一
つ
で
も
あ
る
。

土
器
製
作
の
技
法
と
し
て
共
有
し
継
承
さ
れ
、
一
定
の

空
間
と
時
間
を
占
め
て
系
統
が
捉
え
ら
れ
る
。
文
様
の

変
化
よ
り
保
守
的
で
あ
る
が
故
に
、
底
面
痕
跡
の
交
替

に
は
、
他
系
統
の
土
器
群
の
大
き
な
関
与
を
認
め
る
こ

後 期 (古墳時代前期）

10（館出） 11（鷹ノ巣）

12（大和田）

14（団子内）

13（高野寺畑）

15（大畑） 16（武田西塙）

17（半分山）

9（向井原）

0 20㎝
（土器の縮尺1/8）

18（鷹ノ巣）

中 葉前 葉 後 葉

砂 痕

(土器実測図は各遺跡の報告書等より引用）
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と
に
も
な
る
。

　

３　

木
葉
痕
の
先
行
研
究

　

那
珂
川
流
域
で
は
、
一
九
五
七
（
昭
和
三
二
）
年
に
大

賀
一
郎
・
井
上
義
安
・
佐
藤
次
男
に
よ
る
布
目
痕
の
研

究
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
三
）
年
に
高
岡
正
之
・
橋
本
澄

朗
に
よ
る
木
葉
痕
の
研
究
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

大
賀
等
に
よ
る
布
目
痕
の
研
究
は
、
弥
生
時
代
後
期

の
底
面
痕
跡
か
ら
、
当
時
に
織
ら
れ
た
布
の
経
た
て
い
と
よ
こ
い
と

緯
構
造

を
復
元
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
大
賀
法
」
と
呼
ぶ
湿

拓
で
布
目
痕
を
型
取
り
し
、
こ
れ
に
斜
め
か
ら
光
を
当

て
撮
影
し
た
資
料
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
木
葉
痕
に
つ

い
て
も
同
様
に
撮
影
し
「
ヤ
マ
ハ
ン
ノ
キ
」「
カ
シ
ワ
」

と
解
説
さ
れ
た
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
詳

細
は
記
述
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

高
岡
・
橋
本
に
よ
る
木
葉
痕
の
研
究
は
、
木
葉
痕
か

ら
樹
種
を
同
定
す
る
基
礎
を
検
討
し
た
上
で
、
弥
生
時

代
後
期
か
ら
平
安
時
代
ま
で
の
木
葉
痕
の
樹
種
を
同
定

し
た
。
そ
の
対
象
遺
跡
に
那
珂
川
流
域
の
水
戸
市
大お
お

塚つ
か

新あ
ら

地じ

遺
跡
等
（
石
井
他
一
九
八
一
）
が
加
え
ら
れ
て
い
る
。

植
物
を
専
門
に
す
る
高
岡
は
、
木
葉
痕
の
大
き
さ
（
図

二
参
照
）
や
葉
脈
の
構
造
な
ど
か
ら
、
候
補
と
な
る
大

型
で
葉
脈
の
類
似
し
た
植
物
を
選
出
し
、
歯
科
用
シ
リ

コ
ン
製
素
材
で
木
葉
の
表
裏
の
圧
痕
に
つ
い
て
標
本
を

作
成
し
た
。
こ
の
標
本
と
土
器
の
木
葉
痕
を
比
較
し
、

類
似
を
確
認
し
な
が
ら
同
定
が
実
践
さ
れ
て
い
る
。
弥

生
時
代
後
期
の
木
葉
痕
は
「
カ
シ
ワ
」
が
圧
倒
的
に
多

く
、
他
に
は
「
ト
チ
ノ
キ
」
が
同
定
さ
れ
た
。
残
存
状

態
か
ら
同
定
に
至
ら
な
い
木
葉
痕
は
「
カ
シ
ワ
型
」
等

と
表
記
さ
れ
、
そ
の
一
つ
に
「
オ
ヤ
マ
ボ
ク
チ
型
」（
オ

ヤ
マ
ボ
ク
チ
は
キ
ク
科
の
多
年
草
）
が
見
ら
れ
る
。
同
定
結

果
を
も
と
に
、
高
岡
は
木
葉
の
選
択
や
土
器
製
作
の
季

節
、
橋
本
は
土
器
製
作
の
技
術
等
に
つ
い
て
考
察
を
加

え
た
。
こ
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
「
底
面
に
複
数
の
木

葉
痕
が
み
ら
れ
る
も
の
」
は
、「
複
数
の
木
葉
を
同
時

に
使
用
し
た
の
で
は
な
く
、
前
後
関
係
・
重
複
関
係
を

示
す
も
の
」
で
あ
っ
た
と
い
う
。

　

４　

木
葉
痕
の
標
本
と
解
説

　

木
葉
痕
か
ら
木
葉
の
樹
種
を
絞
り
込
む
た
め
に
図
鑑

を
参
考
に
用
い
た
が
、特
に
吉
山
寛
・
石
川
美
枝
子
『
原

寸
イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
落
葉
図
鑑
』
は
、
木
葉
の
線
描
が

掲
載
さ
れ
て
い
て
葉
縁
や
葉
脈
の
特
徴
を
比
較
す
る
の

に
便
利
で
あ
っ
た
（
図
三-

Ａ
）。

　

ま
た
、
カ
シ
ワ
や
ト
チ
ノ
キ
な
ど
い
く
つ
か
の
樹
種

に
つ
い
て
は
、
砂
粒
を
混
ぜ
た
粘
土
で
木
葉
の
圧
痕
の
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図２ 木葉痕の底径分布
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後 期 (古墳時代前期）

10（館出） 11（鷹ノ巣）

12（大和田）

14（団子内）

13（高野寺畑）

15（大畑） 16（武田西塙）

17（半分山）

9（向井原）

0 20㎝
（土器の縮尺1/8）

18（鷹ノ巣）

中 葉前 葉 後 葉

砂 痕

(土器実測図は各遺跡の報告書等より引用）

前 期 中 期

1（大沼）

2（大沼）

3（小野天神前）

4（泉坂下） 5（差渋）

6（薬師台）

8（津田若宮）

7（武田西塙）

図1 茨城県北部域における底面痕跡の変遷

網代痕

中 葉前 葉 後 葉
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標
本
を
製
作
し
、
こ
れ
を
焼
成
し
た
（
図
三-

Ｂ
）。
中
・

小
型
土
器
の
底
径
に
相
当
す
る
円
形
の
枠
で
粘
土
を
型

取
り
し
て
あ
り
、
ま
ず
は
、
こ
の
枠
の
直
径
と
焼
成
後

の
粘
土
板
の
直
径
を
比
較
し
て
、縮
小
率
を
確
認
し
た
。

今
回
作
成
し
た
粘
土
板
の
標
本
の
う
ち
七
点
を
抽
出
し

た
平
均
の
縮
小
率
は
六･

九
三
％
で
あ
る
。
例
え
ば
80

㎜
の
底
径
は
75
㎜
ほ
ど
に
縮
小
す
る
と
い
う
こ
と
。
粘

土
・
混
和
材
や
含
水
量
な
ど
の
条
件
で
異
な
る
と
し
て

も
、
布
目
痕
の
糸
の
太
さ
な
ど
、
微
細
な
痕
跡
に
つ
い

て
考
察
す
る
場
合
に
は
、
無
視
し
得
な
い
数
値
と
な
ろ

う
。
圧
痕
の
粘
土
板
は
、
表
裏
そ
れ
ぞ
れ
の
面
に
つ
い

て
製
作
し
た
。
裏
面
の
方
が
葉
脈
の
微
細
な
構
造
が
判

明
し
、
葉よ
う

縁え
ん

ま
で
の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
い
れ
ば
同
定
の

精
度
は
よ
り
高
く
な
る
。

　

本
稿
に
関
わ
る
木
葉
に
つ
い
て
、
主
に
『
原
寸
イ
ラ

ス
ト
に
よ
る
落
葉
図
鑑
』か
ら
解
説
を
引
用
し
て
お
く
。

カ
シ
ワ
（
１
）　

落
葉
高
木
。
単
葉
、
葉
縁
：
深
い
波
状

鋸
歯
、
側
脈
：
八
～
一
二
対
、
長
さ
一
〇
～
三
〇
㎝
、

幅
六
～
一
八
㎝
。（
粘
土
板
標
本
を
製
作
）

ト
チ
ノ
キ（
２
）　

落
葉
大
高
木
。
掌
状
複
葉（
五
～
七
枚
）、

葉
縁
：
不
整
鈍
重
鋸
歯
、
側
脈
：
二
〇
～
三
〇
対
、
中

央
小
葉
の
長
さ
一
三
～
三
五
㎝
、
幅
五
～
一
六
㎝
。（
粘

土
板
標
本
を
製
作
）

ク
ズ（
３
）　

つ
る
性
落
葉
樹
。複
葉（
三
枚
）、葉
縁
：
全
縁
、

側
脈
：
六
～
八
対
、
側
小
葉
の
長
さ
五
～
一
四
㎝
、
幅

六
～
一
四
㎝
。

コ
ナ
ラ
（
４
）　

落
葉
高
木
。
単
葉
、
葉
縁
：
鋭
く
粗
い

鋸
歯
で
側
脈
と
同
数
、
側
脈
：
一
二
～
一
四
対
、
長
さ

九
～
一
六
㎝
、
幅
四
～
六
㎝
。

ア
オ
キ
（
５
）　

常
緑
低
木
、
単
葉
、
葉
縁
：
租
鋸
歯
、

側
脈
：
七
～
一
〇
対
、
長
さ
一
〇
～
二
〇
㎝
、
幅
四
～

八
㎝
。（
粘
土
板
標
本
を
製
作
）

ア
カ
ガ
シ
（
６
）　

常
緑
高
木
。
単
葉
、
葉
縁
：
ほ
と
ん

ど
全
縁
、
側
脈
：
八
～
一
五
対
で
、
オ
オ
ア
カ
ガ
シ
は

長
さ
一
七
～
二
三
㎝
、
幅
六
～
一
一
㎝
。

A-1.カシワ A-2.トチノキ A-5.アオキ

B-5.アオキ表面の標本
（Aは縮尺不同，B・Cの縮尺は1/3）

図３ 木葉と木葉痕の標本（Aは吉山･石川1992より加筆引用）

（図はコガシワ）

C-1.カシワに似た木葉痕

（裏面，鷹ノ巣）

A-3.クズ

B-2.トチノキ裏面の標本

（図は中央小葉） （図は側小葉）

A-4.コナラ A-6.アカガシ

2

1

図４弥生時代前・中期の木葉痕

0 10㎝
(１･２の縮尺1/6）
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４　

木
葉
痕
の
観
察

　

高
岡
・
橋
本
が
同
定
し
た
よ
う
に
、
茨
城
県
北
部
域

に
は
、
カ
シ
ワ
と
ト
チ
ノ
キ
に
そ
れ
ぞ
れ
葉
脈
の
特
徴

が
似
た
木
葉
痕
が
認
め
ら
れ
る
（
図
三-

Ｃ
）。
そ
れ
は
、

弥
生
時
代
の
後
期
だ
け
で
な
く
、
前
期
の
日
立
市
大お
お

沼ぬ
ま

遺
跡
（
川
崎
他
一
九
七
七
）
に
も
ト
チ
ノ
キ
に
似
た
木
葉

痕
が
検
出
さ
れ
て
い
た
（
図
四-

１
）。
し
か
し
稀
で
は

あ
る
が
、
い
く
つ
か
の
遺
跡
に
カ
シ
ワ
や
ト
チ
ノ
キ
以

外
の
木
葉
痕
を
見
出
し
た
の
で
、こ
れ
ら
を
紹
介
す
る
。

　

泉
い
ず
み

坂さ
か

下し
た

遺
跡　

遺
跡
は
、
久
慈
川
流
域
の
常
陸
大
宮

市
に
所
在
し
、
弥
生
時
代
中
期
前
葉
の
再
葬
墓
群
が
調

査
さ
れ
て
い
る
（
鈴
木
編
二
〇
一
一
）。
第
五
号
墓
壙
の
土

器
四
の
木
葉
痕
を
掲
載
し
た
（
図
四-

２
）
土
器
の
底
径

は
146
㎜
。
木
葉
裏
面
の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
お
り
、
右
下

の
側
脈
か
ら
派
生
し
た
明
瞭
な
三
次
脈
が
特
徴
的
で
、

細
脈
の
構
造
と
と
も
に
ク
ズ
の
側
小
葉
に
よ
く
似
る
。

　

東ひ
が
し
な
か
ね
お
お
わ
だ

中
根
大
和
田
遺
跡　

遺
跡
は
、
那
珂
川
流
域
の
ひ

た
ち
な
か
市
に
所
在
し
、
弥
生
時
代
後
期
前
葉
の
集
落

跡
が
調
査
さ
れ
て
い
る
（
川
崎
一
九
八
二
）。
Ｙ
五
号
住
居

か
ら
出
土
し
た
「
リ
群
土
器
」
の
木
葉
痕
を
掲
載
し

た
（
図
五-

３
）。
土
器
の
底
径
は

135
～

145
㎜
。
木
葉
表

面
の
三
枚
が
、
半
葉
分
を
重
ね
な
が
ら
ほ
ぼ
平
行
に
圧

痕
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
主
脈
と
葉
縁
か
ら
一
枚
分

の
幅
は
八
㎝
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
、
一
枚
で
は
底
面
を
被

い
尽
く
せ
な
い
こ
と
か
ら
、
三
枚
を
並
べ
た
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
「
半
葉
送
り
三
枚
重
ね
」
と
呼
ん

で
、
注
意
を
促
し
て
お
き
た
い
。
葉
脈
は
不
鮮
明
で
あ

る
が
、
葉
縁
の
形
状
は
コ
ナ
ラ
に
よ
く
似
る
。
木
葉
痕

の
他
に
も
、
底
面
に
は
種
子
（
籾
）
圧
痕
が
観
察
さ
れ
、

さ
ら
に
箆へ
ら

状
工
具
で
短
沈
線
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ

は
、葉
縁
の
圧
痕
に
沿
う
よ
う
二
列
に
並
ぶ
こ
と
か
ら
、

不
慮
の
傷
で
は
な
く
、
動
機
が
あ
っ
て
加
え
ら
れ
た
も

の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

高こ
う
や
て
ら
ば
た
け

野
寺
畑
遺
跡　

遺
跡
は
、
新
川
流
域
の
ひ
た
ち
な

か
市
に
所
在
し
、
弥
生
時
代
後
期
中
葉
の
集
落
跡
が
調

査
さ
れ
て
い
る
（
川
崎
他
一
九
七
九
）。
Ⅰ-

八
号
遺
構
か

ら
出
土
し
た
土
器
の
木
葉
痕
を
掲
載
し
た
（
４
）。
土
器

の
底
径
は
64
㎜
。木
葉
表
面
の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
お
り
、

主
脈
と
葉
縁
か
ら
一
枚
分
の
幅
は
七
㎝
ほ
ど
と
推
定
さ

れ
る
。
こ
れ
も
、葉
縁
の
形
状
は
コ
ナ
ラ
に
よ
く
似
る
。

胎
土
に
金
雲
母
と
多
量
の
骨
針
を
含
む
こ
と
か
ら
、
土

器
の
製
作
地
は
久
慈
川
流
域
以
北
と
推
定
さ
れ
る
。

　

落お
ち

神が
み

遺
跡　

遺
跡
は
、
涸
沼
川
流
域
の
大
洗
町
に
所

在
し
、
弥
生
時
代
後
期
中
葉
の
集
落
跡
が
調
査
さ
れ
て

(3の縮尺1/6）

箆状工具による沈線

種子圧痕

（1～7とも写真の縮尺約1/2） 

（4・5の縮尺1/4）

4

3

5

0 10㎝

木葉を敷いた順序の模式図

④ ③ ② ①

図　 (1）弥生時代後期の木葉痕５

0 10㎝
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い
る
（
井
上
他
二
〇
〇
一
）。
第
一
四
二
号
住
居
址
か
ら
出

土
し
た
鉢
形
土
器
の
木
葉
痕
を
掲
載
し
た
（
５
）。
土
器

の
底
径
は
60
㎜
。木
葉
表
面
の
圧
痕
が
残
さ
れ
て
お
り
、

主
脈
と
葉
縁
か
ら
一
枚
分
の
幅
は
七
㎝
ほ
ど
と
推
定
さ

れ
る
。
葉
縁
の
形
状
と
側
脈
が
ア
オ
キ
に
よ
く
似
る
。

　

館た
て

出だ
し

遺
跡　

遺
跡
は
、
那
珂
川
流
域
の
ひ
た
ち
な
か

市
に
所
在
し
、
弥
生
時
代
後
期
前
葉
の
集
落
跡
が
確
認

さ
れ
て
い
る
（
佐
々
木
編
二
〇
一
七
）。
第
三
号
住
居
跡
か

ら
出
土
し
た
土
器
の
木
葉
痕
を
掲
載
し
た
（
図
六-

６
）。

土
器
の
底
径
は

140
㎜
。
木
葉
表
面
の
「
半
葉
送
り
三
枚

重
ね
」
に
加
え
て
、
こ
れ
と
直
交
す
る
方
向
で
隙
間
を

被
う
よ
う
に
一
枚
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
主
脈
と
葉
縁

か
ら
一
枚
分
の
幅
は
八
㎝
ほ
ど
と
推
定
さ
れ
る
。
葉
脈

が
不
鮮
明
で
葉
縁
に
も
顕
著
な
特
徴
を
持
た
な
い
が
、

ア
カ
ガ
シ
に
似
て
お
り
、
オ
オ
ア
カ
ガ
シ
と
呼
ば
れ
る

木
葉
が
大
き
さ
も
相
応
す
る
。

　

５　

底
面
痕
跡
へ
の
視
線

　

弥
生
時
代
に
お
け
る
茨
城
県
北
部
域
の
木
葉
痕
に
つ

い
て
、
カ
シ
ワ
と
ト
チ
ノ
キ
以
外
に
も
四
種
の
木
葉
痕

を
確
認
し
、
ま
た
、
複
数
の
木
葉
を
敷
い
た
と
推
定
さ

れ
る
二
つ
の
事
例
を
紹
介
し
た
。
四
種
の
木
葉
痕
に
つ

い
て
は
、
近
似
す
る
樹
種
の
候
補
を
指
摘
し
た
が
、
同

定
の
た
め
に
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

土
器
製
作
の
道
具
と
し
て
身
近
に
入
手
で
き
る
と
い
う

以
外
の
条
件
が
、
木
葉
の
樹
種
の
選
択
に
働
い
て
い
た

か
と
い
う
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な
観
察
の
後
に
設
定
さ

れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

た
だ
、
底
面
痕
跡
に
全
く
頓
着
が
な
か
っ
た
わ
け
で

は
な
い
。
東
中
根
大
和
田
遺
跡
の
土
器
に
は
、
底
面
へ

の
施
文
が
認
め
ら

れ
た
。
栃
木
県
上

三
川
町
殿と
の

山や
ま

遺
跡

（
吉
岡
他
一
九
九
五
）

で
は
、
底
面
に
縄

文
が
施
文
さ
れ
て

い
る
（
図
七-

７
）。

こ
れ
は
、
木
葉
痕

を
主
体
と
す
る「
二

軒
屋
式
」
の
地
域

に
持
ち
込
ま
れ
た
、
那
珂
川
下
流
域
「
十
王
台
式
」
の

布
目
痕
を
模
倣
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
と
考
え
て
い

る
。
製
作
す
る
土
器
の
底
面
痕
跡
に
も
目
を
向
け
て
い

た
事
例
と
し
て
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

　

本
稿
の
成
立
に
は
、
小
幡
和
男
氏
（
茨
城
県
自
然
博
物
館
）
よ
り

多
大
な
ご
指
導
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
記
載
に
誤
り
が
あ
っ
て

も
、
そ
れ
は
筆
者
の
責
任
で
す
。

参
考
文
献　

大
賀
一
郎･

佐
藤
次
男･

井
上
義
安
一
九
五
七「
茨

城
県
那
珂
川
流
域
出
土
の
弥
生
式
土
器
（
底
面
の
布
目
文
に
つ

い
て
）（
布
目
文
の
研
究
第
五
報
）」『
古
文
化
財
の
科
学
』
第

一
四
号 

八-

一
六
頁
／
高
岡
正
之
・
橋
本
澄
朗
一
九
八
八
「
木

葉
底
の
基
礎
的
研
究
」『
栃
木
県
立
博
物
館
研
究
紀
要
』
第
五
号

二
七-

八
二
頁
／
馬
場
多
久
男
一
九
九
九
『
葉
で
わ
か
る
樹
木
』

信
濃
毎
日
新
聞
社
／
吉
山
寛･

石
川
美
枝
子
一
九
九
二
『
原
寸

イ
ラ
ス
ト
に
よ
る
落
葉
図
鑑
』文
一
総
合
出
版（
第
三
版
に
よ
る
）

　
他
の
参
考
文
献
は
一
五
・
一
七
頁
の
下
余
白
に
掲
載
し
た
。

0 10㎝

(縮尺1/6）

弥生時代後期の木葉痕(2）図６

木葉を敷いた順序の模式図

④ ③ ② ①

6

※「木葉の底」には，以下の個人及び機関にご協力をいただきました。小幡和男氏・海後晴美氏・国府田良樹氏・蓼沼香未由氏・津野田陽介氏・星　直斗氏・
森嶋秀一氏，茨城県自然博物館・大洗町教育委員会・上三川町教育委員会・栃木県立博物館・常陸大宮市歴史民俗資料館・日立市郷土博物館（50 音順）

0 5㎝
(縮尺1/3）

図７ 栃木県殿山遺跡の底部

7
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タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ

　
今
回
ご
紹
介
す
る
花
は
、
四
月
に
虎
塚
古
墳
周
辺
で
も
っ
と
も
た
く

さ
ん
見
る
こ
と
の
出
来
る
花
の
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
（
立
坪
菫
）
で
す
。

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
は
ス
ミ
レ
科
ス
ミ
レ
属
の
多
年
草
で
す
。
四
月
か
ら

五
月
ご
ろ
に
小
さ
な
薄
紫
色
の
花
が
咲
き
ま
す
。
葉
は
丸
い
ハ
ー
ト
形

で
す
。
ス
ミ
レ
属
は
種
類
が
多
く
、
所
謂
「
ス
ミ
レ
」
は
花
の
色
が
濃

い
紫
色
で
、
葉
は
細
長
い
矛
形
で
す
の
で
、
タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
と
は
見

分
け
が
付
き
ま
す
。「
ス
ミ
レ
」
の
名
前
の
由
来
で
す
が
、
花
の
形
状
が

大
工
道
具
の
墨
入
れ
（
墨
壺
）
に
似
て
い
る
か
ら
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。

　

虎
塚
古
墳
の
公
開
は
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
の
で
、
あ
と
二
年

で
四
○
年
に
な
り

ま
す
。
ス
ミ
レ
の
花

こ
と
ば
は
「
謙
虚
」

「
誠
実
」「
小
さ
な
幸

せ
」
と
あ
り
ま
す
の

で
、「
今
後
も
謙・

虚・

で
誠・

実・

に
保
存
を
続

け
、
公
開
時
に
訪
れ

た
方
に
小・

さ・

な・

幸・

せ・

を
お
届
け
で
き
る
よ

う
に
努
め
な
さ
い
」

と
、
こ
の
花
が
咲
い

て
い
る
よ
う
に
思
え

ま
す
。　

（
稲
田
健
一
）

10
月

1

新
垣
清
貴
氏（
水
戸
市
教
育
委
員
会
）資
料
調

査【
原
の
寺
遺
跡
瓦
】／3

「
秘
境
駅
の
旅
」取
材

3

市
毛
下
坪
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／5

那
須
塩
原
市
公
民
館
お
も
と
学
級
見
学

／8

と
き
わ
会
虎
塚
清
掃
／9

く
ら
し

共
同
館
な
か
よ
し
見
学
／1

0

三
反
田

小
学
校
5
・
6
年
生
へ
三
反
田
遺
跡
現

場
説
明
会

1
0
-
1
2

黒
袴
遺
跡
試
掘
調
査
／1

5

ふ

る
さ
と
考
古
学
⑦
「
さ
わ
っ
て
楽
し
む

考
古
学
」（
講
師
・
広
瀬
浩
二
郎
氏
）
／

1
6

1
7

中
根
小
学
校
2
年
社
会
科
見
学
／

2
1
-
2
2

別
所
鮎
実
氏
（
明
治
大
学
院
生
）
資
料

調
査【
大
貫
落
神
貝
塚
縄
文
土
器
】

2
5

三
反
田
遺
跡
本
調
査
終
了
／
ひ
た

ち
な
か
市
指
定
文
化
財
指
定
記
念
特
別

展
示
「
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
館
出
Ⅰ
区

35
号
墓
出
土
遺
物
」
開
始
／
筑
西
市
健

康
大
学
見
学
／2

6

中
根
小
学
校
1
年

生
ど
ん
ぐ
り
拾
い

2
7

茨
城
県
学
校
生
活
協
同
組
合
見
学

／2
8

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑧「
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
を
つ
く
ろ
う
」（
講
師
・
梅
田
由
子
氏
）

／
ワ
ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
44
「
市

内
遺
跡
調
査2016

」
開
始
／31

筑
西

市
婦
人
会
見
学
／『
埋
文
だ
よ
り
』第
47

号
発
行

11
月

2

阿
字
ヶ
浦
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見

学
／
神
栖
市
歴
史
民
俗
資
料
館
見
学
／

松
戸
市
つ
れ
づ
れ
友
の
会
見
学
／2-5

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
／3

ふ
る
さ
と
考

古
学
⑨
「
道
具
の
考
古
学
」（
講
師
・
堀

江
武
史
氏
）
／4

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑩

「
壁
画
の
考
古
学
」（
講
師
・
堀
江
武
史

氏
）

海
老
原
四
郎
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
勝
倉
地

区
採
集
艦
砲
弾
片
】
／5
公
益
財
団
法
人
元

興
寺
文
化
財
研
究
所
よ
り
資
料
返
却

【
武
田
西
塙
遺
跡
小
札
ほ
か
】
／7-8
本
郷
西
遺

跡
試
掘
調
査
／9

神
栖
市
歴
史
民
俗
資

料
館
見
学
／
県
北
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

見
学
／9-12

虎
塚
古
墳
一
般
公
開
／

ピラミッドをつくろう

19



　

編
集
後
記
の　

笑
う
埴
輪

　

昨
年
一
二
月
の
夜
中
に
、
ひ
ど
い
腹
痛
で
救
急
車
を

呼
ん
だ
。
朝
ま
で
我
慢
し
て
も
、
日
曜
日
で
病
院
は
休

診
と
い
う
こ
と
も
考
え
て
判
断
し
た
。
寝
台
か
ら
足
が

は
み
出
て
し
ま
い
、
足
裏
に
あ
た
る
リ
ア
ウ
ィ
ン
ド
が

冷
た
か
っ
た
。
病
院
に
到
着
す
る
ま
で
救
急
隊
員
に
よ

る
問
診
が
続
く
。
そ
の
中
で
、「
今
の
痛
み
を
一
〇
と

す
る
と
、
以
前
の
痛
み
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
」
と
い

う
質
問
に
は
、
し
ば
し
考
え
込
ん
で
し
ま
っ
た
。「
四

･

七
七
一
」
な
ど
と
小
数
点
以
下
三
位
ま
で
即
答
し
て

も
人
格
を
疑
わ
れ
る
だ
け
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
痛
み
を

数
値
化
し
た
経
験
が
な
い
。「
五
…
く
ら
い
で
し
ょ
う

か
」
な
ど
と
濁
し
て
、
救
護
者
の
意
識
を
保
と
う
と
す

る
気
遣
い
に
応
え
る
の
だ
っ
た
。
病
院
で
は
、
直
ぐ
に

Ⅹ
線
で
腹
部
を
撮
影
さ
れ
た
。
胃
や
腸
に
大
き
な
損
傷

が
な
い
か
を
診
る
ら
し
い
。
医
師
が
「
な
に
か
模
様
が

写
っ
て
い
る
」と
い
う
。
腹
部
に
手
を
当
て
て
み
る
と
、

そ
こ
に
は
、
温
め
れ
ば
痛
み
が
和
ら
ぐ
か
と
、
使
い
捨

て
カ
イ
ロ
が
貼
ら
れ
た
ま
ま
な
の
で
あ
っ
た
。
撮
り
直

し
は
な
く
、
緊
急
に
手
術
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
状
態

で
は
な
い
と
い
う
。
点

滴
を
受
け
寝
て
い
る
と
、

痛
み
が
少
し
ず
つ
引
い

て
い
っ
た
。
二
〇
〇
〇

年
に
ロ
シ
ア
の
山
奥
で
、

ア
ム
ー
ル
川
支
流
の
湧

水
を
飲
ん
で
か
ら
、
八
年

に
一
度
く
ら
い
の
周
期

で
胃
腸
が
悲
鳴
を
上
げ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
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（）内は学校数

ロシア　マリ５遺跡の調査　（2000.8.15）

月
開館

日数

個人 団体 計

（人） （団体） （人） （人）
10 月 26 113 10 (2) 240 (85) 353

11 月 26 1201 15 (3) 387 (120) 1588
12 月 23 85 3 (0) 77 (0) 162
1 月 23 98 2 (0) 19 (0) 117
2 月 24 121 2 (0) 98 (0) 219
3 月 27 733 2 (0) 107 (0) 840
合計 149 2351 34 (5) 928 (205) 3279

10

中
根
小
学
校
6
年
生
社
会
科
見
学

／11
ク
ラ
ブ
ツ
ー
リ
ズ
ム
見
学
／12

ひ
た
ち
な
か
市
指
定
文
化
財
指
定
記
念

特
別
展
示
終
了
／
土
浦
市
立
博
物
館

館
長
講
座
見
学
／
サ
イ
ク
リ
ン
グ
DE
ひ

た
ち
な
か
２
０
１
７
見
学

14-15

市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／21

高
野
富
士
山
遺
跡
試
掘
調
査
開
始
／

25

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑪
「
フ
ィ
ー
ル
ド

探
検
」（
講
師
・
矢
野
徳
也
氏
）／28

水

戸
市
飯
富
小
学
校
5
年
生
社
会
科
見
学

12
月

5

高
野
富
士
山
遺
跡
試
掘
調
査
終
了
／

荒
谷
地
区
試
掘
調
査
開
始
／5

-

伐
採

5
-
1
5

三
反
田
古
墳
群
試
掘
調
査
／1

0

ふ
る
さ
と
考
古
学
⑫
「
す
ご
く
楽
し
い

考
古
学
」（
講
師
・
さ
か
い
ひ
ろ
こ
氏
）

／
隊
友
会
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
見
学
／
ワ

ン
ケ
ー
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
44
終
了
／

1
9
-
2
0

西
中
根
遺
跡
・
宿
ノ
内
試
掘
調

査
／2

7

岩
宿
博
物
館
よ
り
資
料
返
却

【
武
田
石
高
遺
跡
ナ
イ
フ
形
石
器
ほ
か
】

１
月

7
ひ
た
ち
な
か
市
史
跡
保
存
対
策
委
員

会
／1

0
-
1
3

岡
田
遺
跡
試
掘
調
査
／

1
1

市
毛
上
坪
遺
跡
本
調
査
開
始
／16

小
貫
山
遺
跡
試
掘
調
査
／19

『
鷹
ノ

巣
Ⅲ
―
第
4
次
調
査
の
成
果
』
発
行
／

3
0
-
3
1

上
馬
場
遺
跡
試
掘
調
査

２
月

6

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
パ
ー
ク
自
然
博
物
館

よ
り
資
料
貸
出
【
上
ノ
内
貝
塚
垂
飾
】
／7

市

毛
上
坪
遺
跡
本
調
査
終
了
／10

第
15

回
企
画
展
「
虎
塚
古
墳
の
時
代
」
開
始

／1
3

地
蔵
根
遺
跡
試
掘
調
査
／17

ひ

た
ち
な
か
市
の
考
古
学
第
11
回
①
「
古

墳
の
終
わ
り
―
日
本
と
世
界
の
視
点
で
―
」（
講

師
・
松
木
武
彦
氏
）／2

4

ひ
た
ち
な
か

市
の
考
古
学
第
11
回
②
「
栃
木
県
南
部

の
終
末
期
古
墳
」（
講
師
・
小
森
哲
也
氏
）

／2
6

中
根
自
治
会
へ
出
張
講
座「
虎
塚

入館者状況（2017.10.1. ～ 2018.3.31）

三反田古墳群第 14 号墳

古
墳
・
十
五
郎
穴
横
穴
墓
群
」／27

遠

原
遺
跡
試
掘
調
査
開
始

３
月

3

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古
学
第
11
回
③

「
ひ
た
ち
な
か
市
の
古
墳
の
終
わ
り
」

（
講
師
・
稲
田
健
一
）
／5-31

高
野
富

士
山
遺
跡
本
調
査
／6-8

平
磯
長
堀
南

遺
跡
試
掘
調
査
／7

遠
原
遺
跡
試
掘
調

査
終
了
／10

ひ
た
ち
な
か
市
の
考
古

学
第
11
回
④
「
東
日
本
の
古
墳
の
終
わ

り
」（
講
師
・
日
高
慎
氏
）／14

『
平
成
29

年
度
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
発

行
／
市
毛
上
坪
遺
跡
試
掘
調
査
／20

小
澤
眞
智
子
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
土
師
器

ほ
か
】
／
渡
邉
明
氏
よ
り
資
料
寄
贈
【
上
高

井
遺
跡
円
面
硯
ほ
か
】
／
髙
橋
武
夫
氏
よ
り
資

料
寄
贈
【
縄
文
土
器
ほ
か
】
／25

荒
谷
地
区

試
掘
調
査
終
了
／29-31

虎
塚
古
墳
一

般
公
開
／31

『
埋
文
だ
よ
り
』
第
48
号

発
行

20


